
今年は残暑が厳しく、この編集後記を書いている9月上旬に
おいても猛暑日が続いており、秋の訪れを待ち遠しく感じていらっ
しゃる方も多いのではないでしょうか。
「秋」と聞くと皆様はどのようなことを思い浮かべるでしょうか。
「食欲の秋」「スポーツの秋」「芸術の秋」など、秋は様々な楽しみ方
ができる季節です。
今回、長谷工コーポレーションはご縁があって大原美術館の

オフィシャルパートナーを務めさせていただくことになりました。
岡山県倉敷市にある大原美術館は実業家の大原孫三郎氏によっ
て設立された、日本で最初の西洋近代美術を中心とした私立美術
館で、エル・グレコやモネといった世界的に有名な画家の作品を
多数所蔵しており、ご覧になられた方も多いのではないかと思い
ます。所蔵美術品だけでなく、美術館そのものも倉敷市の美観
地区の街並みと共に楽しむことができます。これから予定を立て

られる方は「芸術の秋」も堪能されてはいかがでしょうか。
今月号は「認知症」をお届け致しました。高齢化が進行する中、
心と体の健康を保ち健康寿命を延ばす活動が注目されています。
先に触れた大原美術館も「フレイル予防プログラム」として美術鑑
賞を通じて「身体活動」「知的活動」「社会活動」を推進するユニーク
な活動に取り組んでいます。
誰もが等しく歳を重ねる大切な時間を、安心して過ごせる社会を

目指すには、認知症の予防と理解が不可欠です。様々な活動やそう
した活動を知ることで、人生最終のサポートを社会全体で支え、
「共生」への道を広げていくことが大切です。
今月よりエッセイ執筆を広瀬裕子氏にご担当いただいております。
広瀬氏はエッセイストとして、空間設計のディレクターとしてご活
躍されており、そのシンプルで心地よいライフスタイルは、多く
のメディアで紹介されています。ぜひご期待ください。
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　少子化と人口減少、自治体の合併を背景に、過去20年間

（2004～2023年度）で約8,850校の公立小中高校が廃校となっ

た。このうち小学校が5,799校と全体の6割以上を占めており、

最初に少子化の影響が小学校に現れ、今後は次第に中学校や高校

の廃校が増加すると見込まれる。2010年から2020年の10年間で

各年代の人口が約10％減少していることからも、この傾向は今後

も続くと考えられる  図表 1〈参考〉。

廃校は全国の至るところで増加しているが、その多くは「地域の

資産」として再活用されており、地域や立地の特性に応じた多様な

リノベーションをすることで、新たな役割を担っている。具体的な

事例としては、体育館やグラウンドなどを活用した社会体育施設、

介護施設などの社会福祉施設、公民館や図書館などの社会教育

施設といった公共性の高い施設への転用のほか、近年では、オフィ

ス・工場などの企業や法人等の施設、宿泊施設、商業施設、体験

型観光施設など、多様な目的を持つ複合施設へのリノベーション

も進んでいる。これらの再活用は、使われなくなった廃校に新たな

価値を付加するだけでなく、雇用の創出、地域コミュニティの維持・

活性化、新たな人流の創出にも貢献している  図表 2 。

しかし、全ての廃校が再活用されているわけではなく、これまで

に廃校となった約8,850校のうち、リノベーションされ再活用され

たのは約70％にとどまり、残り30％はそのまま放置されている。

今後も過疎化が進む地方だけでなく、人口減少や少子化により都

市部においても廃校の増加が見込まれるが、廃校となった施設に

地域性に応じた利活用をいかに施すのか、リノベーションされた

施設をどのように持続的に維持・運営していくのかが重要な課題と

なってくるだろう。

少子化の時代
 ～「廃校」を「地域の資産」に 新たな役割を担う学び舎～

増加する「廃校」
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地域の「資産」への再生

廃校の推移図表1

廃校の再活用事例図表2


